
「義という平和に満ちた実を結ぶ」        2019 年 01 月 25 日 

ヘブライ人への手紙 12 章 5 節～13 節 また、子供たちに対するようにあなたがたに話 

されている次の勧告を忘れています。「わが子よ、主の鍛錬を軽んじてはいけない。主か

ら懲らしめられても、／力を落としてはいけない。なぜなら、主は愛する者を鍛え、／子

として受け入れる者を皆、／鞭打たれるからである。」あなたがたは、これを鍛錬として

忍耐しなさい。神は、あなたがたを子として取り扱っておられます。いったい、父から鍛

えられない子があるでしょうか。もしだれもが受ける鍛錬を受けていないとすれば、それ

こそ、あなたがたは庶子であって、実の子ではありません。更にまた、わたしたちには、

鍛えてくれる肉の父があり、その父を尊敬していました。それなら、なおさら、霊の父に

服従して生きるのが当然ではないでしょうか。肉の父はしばらくの間、自分の思うままに

鍛えてくれましたが、霊の父はわたしたちの益となるように、御自分の神聖にあずからせ

る目的でわたしたちを鍛えられるのです。およそ鍛錬というものは、当座は喜ばしいもの

ではなく、悲しいものと思われるのですが、後になるとそれで鍛え上げられた人々に、義

という平和に満ちた実を結ばせるのです。だから、萎えた手と弱くなったひざをまっすぐ

にしなさい。また、足の不自由な人が踏み外すことなく、むしろいやされるように、自分

の足でまっすぐな道を歩きなさい。 

 

「著者」の「あなたがたはまだ、罪と戦って血を流すまで抵抗したことがありません」 

との、若者たちの未熟、経験不足を指摘する厳しい言葉を聞いた時、誰もが、十数年前、

ネロ皇帝による狂気の迫害に耐え、棄教しなかった人々を想起したであろう。 

次に、子どもたちに対する勧告を忘れていたと言い、「わが子よ、主の鍛錬を軽んじて

はいけない。主から懲らしめられても、／力を落としてはいけない」と、語調を変えて語

りかけている。この言葉は、箴言 3 章 11 節、12 節、「わが子よ、主の諭しを拒むな。主

の懲らしめを避けるな。 かわいい息子を懲らしめる父のように／主は愛する者を懲らし

められる」からの引用で、「著者」は、自分を我が子に知恵を諭す父になぞらえ、読者に

諭している。そして、「なぜなら、主は愛する者を鍛え、／子として受け入れる者を皆、

／鞭打たれるからである」と言う。神はあなたがたを愛する子として鍛錬を与えられる。

父から鍛えられない子どもがいるだろうか。もし父から鍛錬を受けていないとすれば、あ

なたがたは庶子であって、実の子ではない。私たちには、鍛えてくれる肉の父があり、そ

の父を尊敬している。「それなら、なおさら、霊の父に服従して生きるのが当然ではない

でしょうか。」神から与えられる鍛錬を忍耐しなさい。肉の父は子どもが小さい時、自分

の考えで鍛えるが、時として、間違うこともある。しかし、「霊の父はわたしたちの益と

なるように、御自分の神聖にあずからせる目的でわたしたちを鍛えられるのです。」神は、

神の神聖に与らせるために、時と場に相応しい鍛錬を与えられる。鍛錬を受けている当座

は喜べず、悲しく、辛いもので、誰もが避けたいと願う。しかし、後になるとそれで鍛え

上げられた人々は神に義とされ、神と共にある平和が約束される。「だから、萎えた手と

弱くなったひざをまっすぐにしなさい。また、足の不自由な人が踏み外すことなく、むし

ろいやされるように、自分の足でまっすぐな道を歩きなさい」。「踏み外す」とは、集会

から遠ざかることで、教会全体で互いに責任を負い合いなさいと警告している。いつの時

代も、教会は支え合って「キリストの体」の形成に励んで来たのである。 


